
湖西市歌について 

●制定  

昭和 47 年 

 

●制定のいきさつ 

昭和 47 年に旧湖西町が湖西市となり、湖西市制が開始されました。 

その際に、市制の誕生を祝して制定されたのが湖西市歌です。 

 

●作詞者 夏目忠男  ●作曲者 本間彦作 

 

●歌詞解説 

第 1節 歌詞 

 遠州灘の 波しぶき 

 躍る希望の 黒潮は 

 偉人豊田の こころ意気 

 息吹伝えて たくましく 

 伸びる工業 湖西の栄え 

 ああ 燦然と 輝き満てり 

第 1節 解説 

 飛沫をあげてうち寄せてくる遠州灘の怒涛と、も

りあがる希望のように躍動する黒潮とは、さながら

郷土の生んだ偉人豊田佐吉翁の強い意志を象徴し

ているかのようである。 

 佐吉翁の精神を学び伝えて、たくましく進むとこ

ろに工業の発展、湖西市の繁栄が約束され、その前

途には光明が燦然として輝き渡っている。 

第 2節 歌詞 

 澄める浜名の 湖に 

 うつす人の和 心の和 

 集う力は 明日を呼ぶ 

 にぎわう巷（ちまた） みのる郊（さと） 

 ともに築かん 湖西の栄え 

 ああ溌剌と 今日も明けゆく 

第 2節 解説 

 よく澄んだ浜名湖の鏡のような水面には、湖西市

のすべての人と人、心と心の結びつきが、そのまま

象徴的にうつし出されているかのようである。すべ

ての人の力が結集されてこそ、明日の繁栄が呼び迎

えられる。 

 かくして商工業地帯（巷）の賑わいも、農産業地

帯の豊穣も実現される。 

 私たちはみんな協力して共に悦び、共に栄える湖

西市を築いていこう。湖西市は今日も生気にあふれ

て勤労の朝を迎えるのだ。 

第 3節 歌詞 

 遠つ淡海（おうみ）のむかしより 

 歴史の歩み たゆみなく 

 今ぞ輝き 伸び進む 

 文化の動脈（みち）は 西ひがし 

 結ぶ真中（まなか）に 湖西は栄ゆ 

 ああ開けゆく われらの湖西市 

第 3節 解説 

 遠江が「遠つ淡海の国」と呼ばれた遠い古代から、

よい郷土をつくろうと、その時代の先祖達の努力が

たゆみなく続けられてきた。 

 今こそ盛んに発展する機運を得ている。躍進する

文化の大動脈（大道）は、西（大阪）から東京（東

京）へと伸びているが、その両都を結ぶ大道の中間

に、私たちの湖西市は地を占めて栄えていく。私達

の湖西市はこの理想的な条件に恵まれて、ひたすら

に発展していくのだ。 

 



 

▼昭和 47 年 広報こさい特集記事より 

 


